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施
政
方
針

３
月
定
例
議
会
で
述
べ
た
施
政
方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

概
要

昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
無

投
票
当
選
と
い
う
結
果
を
受
け
、
引
き
続
き

４
期
13
年
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
信
表
明
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
禍
以
降
の
観
光
や
暮
ら
し
の
変
化
に
対

応
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

湯
沢
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
町
の
目
指
す
将

来
像
「
君
と
一
緒
に
暮
ら
す
町
」
を
念
頭
に
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
湯
沢

町
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」
は
、
令
和

7
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
る
前
期
計
画
の

評
価
と
現
在
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し
て
策
定

し
た
、
今
後
5
年
間
の
町
政
に
お
け
る
最
上

位
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
を
軸
に
、
第
3
期

総
合
戦
略
等
の
個
別
計
画
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
各
分
野
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に

つ
い
て
は
、
自
然
減
が
常
態
化
し
て
い
る
う

え
、
転
出
超
過
に
よ
る
社
会
減
へ
と
転
じ
た

こ
と
か
ら
、
令
和
7
年
10
月
末
の
人
口
は
7
，

7
1
9
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
第
3
期
総
合
戦
略
に
定
め
る
産
業

振
興
や
移
住
・
定
住
支
援
、
子
育
て
支
援
を

具
体
化
し
、「
若
者
が
生
活
の
場
と
し
て
選
択

す
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
一
方
、
冬
期
間
の
労
働
力
と
し
て
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
外
国
人
の
住

民
登
録
者
数
は
過
去
最
多
の
1
，0
0
2
人

（
令
和
8
年
1
月
末
）
に
達
し
て
お
り
、
多
文

化
共
生
の
環
境
づ
く
り
や
受
入
れ
態
勢
の
整

備
に
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
を
背
景
に
客
足
が
大
き
く
回
復
し
て

お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
好
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。「
湯
沢
町
観
光
振
興
計
画
」

に
基
づ
い
て
、（
一
社
）
湯
沢
町
観
光
ま
ち
づ

く
り
機
構
を
中
心
に
町
と
各
事
業
者
が
連
携

し
て
観
光
客
が
安
全
・
快
適
に
滞
在
で
き
る

よ
う
、
多
言
語
対
応
や
二
次
交
通
、
外
食
環

境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘

致
や
フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
支

援
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
推
進

等
を
通
じ
て
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
活
性
化

も
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
安
定
的
・

持
続
的
に
進
め
る
た
め
の
恒
久
的
な
財
源
と

し
て
、「
宿
泊
税
」
の
導
入
に
向
け
た
制
度
設

計
を
関
係
者
と
の
協
議
の
も
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
・
福
祉
分
野
で
は
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
令
和
7
年
度

に
設
置
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を

核
と
し
て
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
11

年
目
を
迎
え
る
湯
沢
学
園
で
の
保
小
中
一
貫

教
育
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
を
推
進
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
個
性
と
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
率
が
40
％
前
後
で
推
移
す
る
な
か
、

介
護
予
防
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
持
続
可
能

な
福
祉
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
と
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

南
魚
沼
市
と
連
携
し
た
新
ご
み
処
理
施
設
整

備
を
令
和
13
年
の
供
用
開
始
に
向
け
て
着
実

に
進
め
ま
す
。厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、「
財

政
運
営
指
針
」
等
に
基
づ
き
、
共
同
浴
場
の

料
金
改
定
や
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
施
設

の
民
間
譲
渡
に
向
け
た
調
整
な
ど
、
収
益
性

の
改
善
と
財
政
健
全
化
を
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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施政方針の
全文はこちらから

令和

８
年度

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

92
億
9
0
0
万
円
と
な
り
、
令
和
７
年

度
比
較
で
１
億
2
，0
0
0
万
円
、
1
・

3
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
令
和
7
年
度
と
比
べ
て
、

寄
附
金
が
ふ
る
さ
と
納
税
分
で
１
億
円
の

増
、
繰
入
金
が
湯
沢
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

基
金
お
よ
び
新
設
す
る
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
施
設
改
修
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

な
ど
で
２
億
4
，4
0
6
万
円
の
増
、
一

方
、
町
債
は
舗
装
改
修
事
業
等
に
係
る
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
４
億
5
，

1
8
0
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
前
述
の
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
施
設
改
修
基
金
へ
の
積
立
金
、
滝

沢
駐
車
場
の
利
用
改
善
に
向
け
た
事
業
費

な
ど
を
新
た
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
南

魚
沼
市
へ
の
消
防
関
連
の
委
託
料
や
不
採

算
地
区
病
院
運
営
に
係
る
病
院
事
業
会
計

へ
の
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

92
億
9
0
0
万
円


